MINISTOCK　５1　
　ポリオ身体障害児救済運動を展開していたエリリアＲＣ・トレドＲＣ・クリーブランドＲＣからの共同提案を1922年（ＲＩ移行年）に受けたＲＩ理事会は、「身体障害児の治療に意欲を示すＲＣの人道的活動を賞揚し、この運動が地域社会に於ける奉仕の機会を提供するものであることを各クラブが認識するよう求める」との決議22-17を採決しました。

　これの反発した“商業サービス”推進派に対してＲＩは、「身体障害児救済事業に気乗りしないロータリアンに、それを強制することは好ましくない。身体障害児問題が如何に立派な事業であっても、それに夢中になってロータリーの基本的な目的を失ってはならない」という上記決議と相反する宣言を発しています。

　これを見て、ＲＩ内部でもthe ideal of SERVICE（商業サービス）派と、the Rotary ideal of service

（人道的支援）派との対立があって、調整されていないことを示していると考えられます。

　そして翌1923年のセントルイス大会で、決議23-8「障害児およびその救済活動に従事する国際組織を支援するための障害児救済に関する方針」が採択されようとして、大会は混乱の極地に達しました。

　この決議は、身体障害児対策を積極的に推奨して、『全米身体障害児協会』の仕事を（国際化して）ロータリーが代行し、その費用援助のために全世界のロータリアンから年間１ドルの人頭分担金を徴収するというものでした。

　この当時、まだポリオワクチンが開発されていなかったので,1988年にWHO, UNICEF, CDC, RIが開始した「世界のポリオ根絶計画」とは意味が違いますが、ポリオ障害児救済のために全世界のロータリアンが結集しようとしたことについては、同様の姿勢が窺えます。

　その一方、この決議が採択されたならば、ロータリーは、既に身体障害者対策に取り組んでいたライオンズ・クラブと差のない団体奉仕クラブになるばかりか、クラブ自治権までもが失われるので、シカゴＲＣのP. ウエストバーク会長、R. チャパンパスト会長を中心とする大反対キャンペーンが展開されました。それはまさに、ロータリー分裂の危機をはらんでいました。

MINISTOCK　5２
　セントルイス大会（1923年）における会員の対立と大混乱を収めたのは。テネシー州ナッシュビルＲＣのウイル・メーニアと、シカゴＲＣのP, ウエストバーグでした。彼らはわずか２日間で決議23-34の文章を書き上げ、それを成立させる代わりに決議23-8(身体障害児支援国際団体奉仕案)を撤回させることに成功したのでした。

　この決議は当初の標題が「ロータリーの目的に基づく諸活動に関する方針」とされていたように、活動の全般を通してロータリー哲学を定義し、ロータリアン、ロータリー・クラブ、国際ロータリーの機能分担を明確にしました。これによって二派の活動内容の調整を図ったものと思われます。

　ところが、この決議文は1926～66年の間に５回もの内容の修正を受け、標題も「社会奉仕活動に関するロータリーの方針」に変更(1926年)されたため、その後はこれによって社会奉仕community service理念が確立したと理解されるようになりました。
MINISTOCK　5３
　大英帝国・アイルランド内ＲＩ〔RIBI〕では、決議23-34に示されたロータリーの活動がよく解らないとされていました。会長のS. パスカルと事務総長のV. カーターは、ロータリーの目的**を明確にするための計画を立ち上げ、1926年にこれを「目標設定計画The Aims and Objects Plan」と称しました(**定款第３条がObjectであった)。

　彼らは、ロータリーの活動は３車線のハイウエイのようだと考え、これを「クラブ活動*の道」、「職業活動*の道」、「社会活動*の道」と呼びました。

　1927年、オステンド〔ベルギー〕大会で、目標設定計画は全面支持され、ＲＩの新方針として採用されました。翌1928年には21年以来、定款に登場している“国際平和と親善”を促進する第４の道「国際活動*の道」が追加され、かくしてRotary Four Avenues of Service〔ロータリー活動の４路線〕が成立したのです（*Service ＝活動）。

　ディビット・Ｃ・フォワード著「奉仕の一世紀」の英文に４路線の説明があり、ﾛｰﾀﾘｰの活動activityをserviceと記していますが、翻訳本では用語訳も説明も間違っていて、国内の混乱を助長しています。

MINISTOCK　5４
　アメリカ人の基本性格と世界観を知るためには、“ピューリタニズム”と“フロンティア精神”を理解することが不可欠だと言われます。

　17世紀の英国では、ルターによる宗教改革に続いて支持を拡げたカルヴァン派（ピューリタン）の人々が国教会を離れて、後に英国全土でピューリタン（清教徒）革命(1941~49年)を起こし、また一部の人々は迫害を避けて帆船メイフラワー号でアメリカ移住（1620年）を決行しました。その後10数次にわたる移民の後に、アメリカ東北部ボストンを中心に、宗教・学問・文化の発祥地、ニューイングランド（現在のﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ州ほか６州）を形成したのです。

ポール・ハリスの祖父はピューリタンであり、彼は青少年時代をバーモント州（ﾆｭｰｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ）の祖父母のところで育てられています。

　ピューリタンは、自分の職業を天職（神から与えられた仕事）と捉えるルターの思想と、カルヴァンの予定の教理（定められた運命）にしたがって、一心不乱に職業に打ち込んで神に救われようとしました。この神から与えられたが故に強い使命感をもって邁進する仕事のことをVocationといいます。

　ピュリタニズムでは、収益を目的として仕事（職業）に就くことや、職業を蓄財（金持ちになる）の目的にすることを認めていません。しかし、仕事に励んだ結果、収益が多くなり、さらに一層精進した結果として大きな財を成すことは容認しています。この違いを理解することがVocationを理解する入り口になります。また、財を成したピューリタンが、他の人々にも安定した収入が得られるよう仕事の場を与え（会社設立）、ここに資本家と労働者、すなわち資本主義が成立したと考えられています（マックス・ヴェーバー）。

　Vocationは、キリスト教の宗教用語ですが、カトリックには存在しない概念です。このVocationがOccupation（生活の糧を得るための職業）と同義語でないことを理解しなければ、Vocational Serviceを理解することは困難です。

　1927年、大英帝国・アイルランド内ＲＩからの提案、Vocational Service（職業活動）をＲＩが受け入れたのは、英国、米国がピューリタンの発祥・発展の地であったことを理解しなければなりません。

MINISTOCK　5５
　第一次世界大戦後、戦争利得国として景気上昇を続けた米国は、過熱経済の末､1929年10月の“暗黒の木曜日”（ウオール街の株価大暴落）を皮切りに、工業部門から農業にいたる全経済麻痺を引き起こすようになりました。工業生産低下率56％、企業倒産40％、失業者1,600万人（失業率30％）という大恐慌は、つづいて銀行閉鎖、経済破綻となって全世界を巻き込む世界恐慌へと発展していきました。
大恐慌の最中にカポネが逮捕・投獄(1931年)され、
恐慌が終息を迎えた1933年に禁酒法が破棄されましたが、この激動の渦中、例会欠席者の続出、クラブ管理の破綻、退会者の大幅増にもかかわらず、ロータリーの地道な進展が続けられていきました。
　そんな中で1930年、かつてロータリー運動の中核を成していたA. F.. シェルドンが突然、ロータリーを去っていきました。彼は1935年に死去しているため、国内では病気説もありますが、英文の書物にそのような記録はありません。
MINISTOCK　56
世界恐慌直後(1932年)に、シカゴＲＣの会員で、訪問販売業のH. テーラーが、倒産の危機にあったアルミ器具メーカーの経営再建を依頼され、提案したのが四つのテスト（Four-way Test）でした。
Is it the truth?            　　　　　　　　　　真実がどうか
Is it fair to all concerned?  　　　　　　　　　　みんなに公平か

Will it build goodwill and better friendship? 　　好意と友情を深めるか　　　　  

Will it be beneficial to all concerned?　　　　　　みんなのためになるかどうか　
fair：公正な、正当な、goodwill：:商売の信用、 friendship：交友関係、beneficial：儲けになる、の意があります。このモットーは商取引に関する姿勢を語っていて、Service above Self. や He profits most who serves best.に通じるものがあります。
　「四つのテスト」の使用権が1942年にＲＩに渡され､1954年に版権も譲られ今日に至っています。　
これに対してシェルドンの言葉が入っている「倫理訓」は1931年に頒布禁止とされ、1951年には廃棄となりました。「倫理訓」と引き替えに「四つのテスト」がその位置に置かれることになったのです。
MINISTOCK　57
ロータリーの定款Object(s)はRI成立後、２度、(1935年、1951年)にわたって改定が行われました。1951年の改定についてはObjects → Object（単数化）の変化と、文言の一部にも変化があります。

　一方、1935年の改定については、６項目の条項が主文＋４項目へと文章構成上での違いを見せているものの、〔資料〕を見ても分かるとおり、用いられている文言（単語）には全くと言っていい程、相違点がありません。それ故に、国内でこの年の改定に注目が集まったことがありません。

　しかしながら、この年の改定にこそ、ロータリーの根幹を揺るがす重大ポイントが秘められているのです。条文を見て行きます。

　①　主文は1922年の条文の初めの１行と第１項とを併せたものです。ここで“SERVICE”という特殊表現が“service”という普通文字に変えられました。シェルドンが主導した「商業サービス」理念がロータリーから抹消されたのです。

さらに、主文の中にたった一言追加された文言、

“in particular, to encourage and foster:”（詳しく述べるならば、以下の項目を奨励することである）という文言があります。これによって，次につづくFirst～Fourthの４項目が主文中の“the ideal of service”を詳しく解説する文章になったのです（奉仕の理念＝４項目）。

　②　第１、第３，第４は前文をそのまま用いています。

　③　第２は前文の第２と第５とを合併したもので、この変化の歴史を知っていれば、半世紀以上もの期間、本邦で用いられた「綱領」第２項のような文法解釈の間違いを生じることがなかったと思われます。

　④　第４がそのまま転載されていて、the Rotary ideal of serviceの文字が前文と同様に存在しています。 これは1921年に挿入された国際奉仕という団体活動を意味するもので、“人道的支援”を代表する言葉です。

　即ち、1921年以来の「商業サービス」対「人道支援」の対決は、ここに「人道支援」の勝利宣言を以て終了したのです。以後のロータリーの活動はVocational Service＋人道支援（国際・社会奉仕活動）

として「手続要覧」に継承されることになります。

MINISTOCK　58
ＲＩの結成前後のロータリー活動の路線闘争と、新しい活動方針決定の経緯を知るために49 ～57を一気に進めました。わが国のロータリー界には、シェルドンを「職業奉仕」の祖と考えるシェルドン信奉者が多いように思われます。しかし、田中　毅PDGが記されているように、ＲＩ本部ではシェルドンの名を知っている人がいなかったという事実、近年のロータリーでシェルドンが話題になることが全くないことを知っておく必要があります。

以下にシェルドン関係の顛末を記しておきます。

1) シェルドンの講演記録(1910､11､13､21年)は資料のとおり、全て「商業サービス」について記されていて、内容は職業奉仕ではありません。

2) 「ロータリー倫理訓」の第２項にHe profits most who serves best.があり、これが社会に広く受け入れられたのは、その当時の商取引には、商業倫理とサービス精神が欠けていたからでした。

3) ＲＩ結成当時、the ideal of SERVICE（商業サービス）派と､Rotary ideal of service（人道支援）派との活動路線対立が激しくなり、年次大会での騒動を収めるため、決議23-34が生まれました。

4) 決議23-34は1926年に早くもそのタイトルを「社会奉仕に関するロータリーの方針」と改め、シェルドンの色が薄められました。

5) 1927年、大英帝国・アイルランド内ＲＩからピューリタンの基本精神であるVocational Serviceが提唱され、邦訳「職業奉仕」がスタートしました。

6) 1929年のダラス大会で、多くの人が使用していたシェルドンの言葉の使用禁止案が提出され（否決）、以後，繰り返して提出されました。

7) 1930年、シェルドン、ロータリーを退会。

8) 1931年、「倫理訓」頒布禁止｡ 51年、廃止。

9) 1935年、定款改定。The ideal of SERVICEという文字が消滅。シェルドンの言葉がなくなる。

10) ロータリーのモットー(1951年制定))は、多くのロータリアンがこの言葉を使用していた慣例的事実と、シェルドン支持者への配慮と考えられる？

11) ポール・ハリスの著書This Rotarian Age. と. H. トマス著 Rotary Mosaicには、短いがシェルドンの記事があるものの、C. ペリーのロータリー50周年講演では、シェルドンが語られていません。

MINISTOCK59
☆シェルドンのSERVICE：　ロータリー活動には歴史的な大転換期があり、その第一が「相互扶助活動」の廃棄（1922年）で、第二がシェルドンの「商業サービス理念」の放棄（1935年）でした。

　今日、米国における“商業サービス”の原点は､1901年にシアトルで開業したノードストローム社とその一族にあるとされ、多数の書物が出版されています。一方、1902年、シカゴにビジネススクールをオープンし、ロータリーに“商業サービス”理念を持ち込んだシェルドンは、「倫理訓」などで大きな貢献をしましたが、1922年以降、ロータリーの中心から排除されていきました。このため、シェルドンならびにロータリーには、“商業サービス”の元祖としての栄誉が与えられることがなかったのです。

☆Vocational Service：　1927年に大英帝国・ア

イルランド内RIから提出されたロータリーの活動路線の一つで、ピューリタニズムの基本概念に基づいています。そこでは、金銭取得を目的とする仕事（Occupation）を認めず、社会（の人々）に役立つことを目的とする仕事（Vocation）のみを（神から与えられた）職業と考えます。この概念に基づく“職業活動”がVocational Serviceなのです。

　手続要覧の「職業奉仕」の章には、長年にわたって次のような意味不明な解説がありました。「職業奉仕という言葉を使用するに当たって、Serviceという文字をその一番広い意味で使っており、単に取引行為や販売された商品を指すのみではなく、相手のニーズと境遇に対して正当な考慮を払い、他人に対して思いやりの心をもつことを指している」･･‥これはシェルドンのSERVICE理念であり、潜在的なシェルドン支持者への配慮と考えられましたが、2004年になって手続要覧から削除されました。

☆Community Service：　1913年に始まった「身体障害児救援」が最初の人道的支援活動でした。これが決議23-34に繋がり、後の改定作業によって、ロータリーの「社会奉仕」概念が確立しました。

☆International Service：　第一次大戦の難民救済活動に起原を有する国際的な活動は､1921年の定款条文でロータリーが行う“団体活動”として定義されました。1928年に「国際奉仕」という名称が与えられ、“ロータリー活動の４路線”が成立したのです。

MINISTOCK　60
　歴史を15年ほど溯ります。記録に残っている日本人の最初のロータリアンは、福島喜三次（ｷｿｼﾞ）氏です。福島は三井物産から1905（明治38）年に渡米し、1912年頃、ダラスの三井物産現地法人の支配人に就任､1915（大正4）年頃、ダラス・クラブの正会員になりました。

　1918年、政府の財政経済調査派遣団の一員として渡米した米山梅吉氏（三井銀行役員）が、福島を通してロータリーに関する見聞を深めて帰国しました。当時の日本は、第一次世界大戦後の好景気から成金を排出し、世運は大正元禄へ向かう時期でしたが、国内では労働争議が頻発し、国外では朝鮮独立を叫ぶ３・１運動、中国の排日５・１運動など、多事多難のときでもありました。

　1920年に帰国した福島は、当時の国際ＲＣ連合会会長から、日本にＲＣを設立するよう委嘱され、先に帰国していた米山梅吉とともの奔走しましたが、すぐにはそれを達成できませんでした。そこで国際ＲＣ連合会は、パシフィック郵船横浜支店長であったW. L. ジョンストン氏に応援を依頼、その効果が極めて大きく、同年10月20日、チャーターメンバー24名が銀行クラブに集まって、東京ＲＣの創立集会を開くことができました。国際組織から認証を得たのは1921年4月1日で、これは国際ＲＣ連合会からＲＩへの移行前のことですから、東京ＲＣは日本で唯一の国際ロータリー・クラブ連合会認証クラブです（登録番号８５２）。

　チャーター・メンバーには、日本銀行、三井銀行、三井物産、日本郵船、北海道炭坑、日興證券、三越百貨店、清水組、芝浦製作所、興業銀行、明治生命、内外興業、内外商会、東洋紡、東京日々新聞，等々、財界中のエリートから選び抜かれた錚々たる顔ぶれでした。会長：米山梅吉、幹事：福島喜佐次。

　当時の入会選考は極めて厳しく、とくに語学が重視されて、クラブの連絡・記録、その他一切が英文だったそうです。しかし月に１回の例会への出席率が悪く、クラブの存続さえ疑われるほどでした。

　東京ＲＣのスポンサーに、ダラスＲＣ説と、マニラＲＣ説とがありますが、何れも誤りで、国際ＲＣ連合会の指導で成立した東京ＲＣには、スポンサー・クラブがありません。

